






が, 昭和 11年 (1936年) に東京帝国大学ボート






































古 城 庸 夫*
要 約
ボート競技の起源については, 長く口伝として長崎でオランダ人がボートを漕いでいた｡ また慶応 2年にバー
ジクラブというローイングクラブがボートを漕いでいたが, 正確な記録は残されていないと伝えられ, 慶応 2年
には横浜でボートレースが行われたといわれている｡
したがって, 日本におけるボート競技の起源はこの口伝によって慶応 2年とされてきたが, 既存記録の検証と
新しい資料の発見により日本におけるボート競技の起源について新しい発見があったといえるだろう｡

















昭和 11年 (1936年) の東京帝国大学漕艇部五
十年史と, 昭和 12年 (1937年) の大日本体育協
会史下巻の日本漕艇協会史の発行以降, 第 2次世
界大戦などの影響を強く受け記念史等の発行は行
われず, 戦後の混乱期を乗り越えて昭和 32 年
(1957年) に発行されたのが, ボート五十年だっ
たのではないかと思われる｡









る｡ また巻末の日本スポーツ年表は明治 4 年
(1871年) 以降の項目で体操と水泳の事項を採用
し, ボート競技としては明治 15年 (1882年) 体
操伝習所が石川島造船所に命じボートを新造と書
かれている(7)｡










































































































































応 2年 (1869年) であろうと思われる｡ また最
初のボートレースとして記録に残されているのは,




















｢明治 2年 5月 24日イギリス女王ビクトリアの
誕生日を祝し, イギリス兵, 横浜で小舟の競漕
会を挙行｣(18)














昭和 51年 (1976年) に初版発行された居留外国
人による・神戸スポーツ草創史 (棚田真輔著) の
なかに
｢明治 3年 (1870年) 香港から神戸に来て医療
会館を築き, リーウェリン商事会社に加入した




23 日に Kobe Regatta ＆ Athletic Club
(KRAC) を創設した｡ また KRACは同年 12
月 24日にボートハウスと体育館の落成式を挙
行し, 第 1回のレガッタ競技を開催して, 神戸
での外国人によるスポーツ活動を華々しくスター
トさせた｣(19)










と書かれており, 明治 4年 (1871年) には横浜
で神戸・横浜インターポート・レガッタ競技会が
開催されたことが判明した(21)｡
このことが昭和 52年 (1977年) に初版発行さ
れた居留外国人による・横浜スポーツ草創史 (山
本邦夫・棚田真輔共著) と平成 16年 (2004年) 1
月発行の神戸外国人居留地研究会年報・居留地の











Perry) の来航であったが, 開国後は安政 6 年
(1859年) 神奈川 (横浜) 長崎, 安政 7年 (1860













絵はがき 1 古城蔵 イギリス テームズ川
ヘンリー・ローヤル・レガッタ 明治 38年 (1905年)
ボートコース両側に観客多数 競技用エイト (8人漕ぎ＋コックスの 9人乗)
駐屯していた部隊の合計人数は約 8,000名にも上
る｡ そして当時外国人居留地にいた外国人の内訳













































絵はがき 2 古城蔵 横浜海岸ボートクラブ 絵葉書
明治 40年 (1907年) ～大正 6年 (1917年)
中央にボート競技用の舵付きペア艇
人の社交場的な役割も果たしたものと思われる(24)｡



















しかし (居留地の窓から) の中に, 神戸レガッ
タ・アンド・アスレティック・クラブ百年史ハロ




































































1. 大浦レース ヨーロッパ人 4人漕ぎボート｡
距離 1.5マイル




優勝 15ドル, 第 2位 5ドル,
第 3位 2ドル






り 5ドル, 応募者 2ドル
優勝 20ドル, 第 2位 10ドル





距離 1.5マイル, 参加費 5ド
ル, 優勝 25ドル
第 2位 10ドル, 第 3位 5ド
ル









応募者 2ドル, 優勝 20ドル,
第 2位 10ドル
またこの長崎レガッタでの詳しい成績は残って
いないが, 元治元年 (1864年) に行われた 4～6
人までの漕手による長崎カップの時は, ホルム・
リンガー商会 (Holme Ringer ＆ Co) を創設し
た F.ホルムらが優勝し, 長崎カップの快走舟の
レースでは T. B.グラバー (T. B. Glover)(32) と弟































明治 2年 (1869年) 4月に行われた英国ビクトリ
ア女王の誕生日を祝う記念ボートレースよりも,




ろ, 昭和 44年 (1969年) に開催された長崎国体




たものと考えられるが, 昭和 49年 (1974年) に
長崎海軍伝習所の日々 (水田信利訳)(32) という本が





ケ (Willem Johan Cornrlis・ridder Huijssen
van Kattendijke)(33)の日記を翻訳したものであっ
た｡













絵はがき 3 古城蔵 隅田川におけるボートレース 絵葉書
明治 40年 (1907年) ～大正 6年 (1917年)



























ローイング・クラブ 1899 年 明治 32 年第 14
回AUTUMNREGATTA 大会番組とヨコハマ・
アマチュア・ローイング・クラブ 1900年 明
治 33年第 26回 SPRING REGATTA 大会番組
を詳細に検討した結果, ダブル・スカルの種目は,
Double Sculls種目で Bow (先頭のポジション)
Stroke (整調) のポジションが確認できたため
ボート競技のダブル・スカル種目と確認できた｡
さらに Pairsという種目では, Bow (先頭のポ
ジション), Stroke (整調), Cox (号令掛) の
ポジションが確認できたので, ボート競技の舵つ
きペア種目と確認が出来た｡
また Foursという種目では, Bow (先頭のポ
ジション), 2 (2番目のポジション), 3 (3番目
のポジション), Stroke (整調), Cox (号令係
舵手) の記載が認められたため, ボート競技の舵
つき 4の種目と確認できた｡










第 14回 AUTUMN REGATTA 大会番組 古城蔵
ヨコハマ・アマチュア・ローイング・クラブ
1900年 明治 33年
第 26回 SPRING REGATTA 大会番組 古城蔵
しては, 文久元年 (1861年) 9月 26日火曜日に
行, われた長崎レガッタがふさわしいと考えられ
る｡







すなわち, ボートレースの起源は, 明治 2年
(1869年) 5月 24日横浜でイギリス水兵により行
われた英国ビクトリア女王の誕生日を祝う記念レー












( 1 ) 現在のボート団体名称は端艇部, 漕艇部, ボー
ト部が混在しているためここではボート部に統一
した｡
( 2 ) バアージ・バージー・バージは河川交通や荷物
の運搬に使われた艀や小型の舟
( 3 ) 財団法人大日本体育協会編発行 大日本体育協
会史下巻 [日本漕艇協会史], 1937年, p. 1385.
( 4 ) 漕手 (ボート選手) が座る席が動かず上半身の
みで漕ぐ固定席艇 (フィックス艇) に対して, 漕
手が座るシートが前後に動く形式 (スライディン
グシート)
( 5 ) 久保勘三郎・宮田勝善 『ボート五十年』 (時事
通信社, 1957年) p. 9.
( 6 ) 日本体育協会編発行 『スポーツ八十年史』,
1959年, p. 247.
( 7 ) 日本体育協会編発行 『スポーツ八十年史』,
1959年, p. 845.
( 8 ) 日本体育協会編発行 『日本体育協会五十年史』,
1963年, p. 807.














(11) 今村嘉雄 『日本体育史』 (不昧堂, 1970年) p.
331.
(12) 遊津孟 『日本スポーツ創世記』 (社団法人・全





(14) 社団法人日本漕艇協会発行 『漕艇 75年』 1995
年, p. 12.
(15) 久保勘三郎・宮田勝善 『ボート五十年』 (時事





(18) 岸野雄三編著者代表 『新版 近代体育スポーツ
年表』, (大修館書店, 1996年) p. 30.
(19) 棚田真輔 『神戸スポーツ草創史』 (道和書院,
1976年), p. 15.
(20) 棚田真輔 『神戸スポーツ草創史』 (道和書院,
1976年), p. 27.
(21) 棚田真輔 『神戸スポーツ草創史』 (道和書院,
1976年), p. 28.














(道和書院, 1977年) pp. 105, 107, 112.


















究会第 4号, 2004年), p. 145.




究会第 4号, 2004年), p. 146.




究会第 4号, 2004年) p. 146.







ン・カッテンディーケ (Willem Johan Cornelis
ridder Huijssen van Kattendijke) オランダの
海軍軍人, 蒸気船ヤパン号船長｡
(33) 永田信利訳 『長崎海軍伝習所の日々』 (平凡社,
1974年)｡


















考察』 (『江戸川大学紀要』 第 19号, 2009年)











四神会 『一橋ボート百年の歩み』 (四神会, 1983年)
稲門艇友会 『漕艇部の百年 早稲田ボート文化史』
(100年史編纂委員会, 2002年)
















同志社艇友会 『同志社ローイング 100年』 (同志社艇
友会, 1991年)
長崎におけるボートレースに関する研究274
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